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第 3 章では、オゾンおよび 1+(colidine) 2PF6・ (BCIH) という 2 種類の求電子試剤を用いる不飽和ヒドロペルオキ






























(6) 不飽和ヒドロペルオキシドを鍵前駆体としオゾンおよび 1+(collidine) 2PF6・ (BCIH) を求電子試剤とする反応
が、 2，3・ジオキサピシクロ [3.3.1J ノナン骨格という特異な骨格構造を有するイングザオス A類縁体の合成に有効な
手法であることを明らかにするとともに、 2，3・ジオキサピシクロ [3.3.1J ノナン誘導体が抗マラリア剤として有望視
される化合物群であることを示している。
(7) BCIH をメディエータとする反応では、競争過程である環状エーテルの生成を抑制し、環状過酸化物の収率の
向上を達成するためには、適切な構造をもっ不飽和ヒドロベルオキシドを前駆体として用いることが重要であること
を明らかにしている。
以上のように、本論文は、不飽和ヒドロペルオキシドの新しい合成法を開発し、その環化を利用する簡便かっ一般
性の高い環状過酸化物の合成法を見出しており、高く評価することができる。また、ヒドロベルオキシドがホスフイ
ン等の還元剤により容易に対応するアルコールを与えることから、 2価のコバルト錯体を用いるジエンの位置選択的
酸化による不飽和ヒドロベルオキシドの効率的な生成は、ジエンの位置選択的水和を可能にするという点で応用性に
優れた重要な反応であり、有機合成化学の分野に大きく貢献するものである。よって、本論文は博士論文として価値
あるものと言忍める。
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